
 

 

 
研究内容の概要 ： 繊維強化熱可塑性樹脂部材の導電性の有無に関わらず融着を実現

できるとともに、接合強度およびリサイクル性を向上させることができる

繊維強化熱可塑性樹脂部材の融着方法を開発 
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特
長
／
効
果 

 繊維強化熱可塑性樹脂部材の導電性の有無に関わらず融着を実現できる。 

 炭素繊維発熱体の繊維配向を変化させることにより、接合強度を大幅に向上可能。 

 金属製発熱体を用いないため、リサイクル性に優れている。 

 利
用
／
用
途 

 大型の繊維強化熱可塑性樹脂部材の融着にも適用可能。 

 CFRTP と GFRTP等の異種材料間の融着接合が可能。 

 平面接合のみならず、湾曲した面やパイプ接合にも適用可能。 
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炭素繊維を発熱体として用いた FRTP の電気式融着接合 

接合強度の大幅な向上を実現 
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